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農業参入企業事例

名称 法人 Ａ

営農開始年月 平成１７年～（本格的に開始）

農業従事者数 従業員７人（営業１名、事務１名、飼育２名、食肉処理３名）

作物名 規模（面積等） 収量

主な作物及び

規模（面積等） シャモロック 常時３０００～４０ 月１０００羽強を出荷

と収量 ００羽 （冬の出荷が多い）

建設工事が減少し、県から他分野への進出の指導があったが、農

農業参入に至っ 家との競合を危惧。

た経緯・動機 秋田で地鶏のブランドがあったり、社長が秋田出身であったこ

と、県がシャモロックをブランド化する動きがあり選定した。

農業経営の特徴 シャモロックを食肉加工し、飲食店へ販売しているほか、ギフト

販売を実施。

委託加工でスープやソーセージを販売。

専任の営業担当を置いて、販路の確保に努めている。

農業参入の （メリット）建設業と違う視点でものを見れること。

メリット・デメ 地域に貢献でき地域振興にも役立つ

リット （デメリット）経営はまだまだ安定しておらず、不安がある。

人員の確保や人件費の負担が大変。

今後の方向性 養鶏は現状維持。

耕種部門に参入したいが、人を集めるのが困難となっている。

＜鶏舎外観＞ ＜鶏舎内＞
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農業参入企業事例

名称 法人 Ｂ

営農開始年月 平成２４年～

農業従事者数 従業員３人（担当１名、パート２名）

作物名 規模（面積等） 収量

主な作物及び

規模（面積等） 水稲 2.4 ha 9.5 俵／10 a
と収量

ぶどう 60 a

農業参入に至っ 冬期間の工事減や、今後、公共工事が減少することに備え、新た

た経緯・動機 に農業の専門家を一人雇って参入した。

農業経営の特徴 水稲は減農薬栽培し、会長の人脈を生かして地元の事業所に出荷。

ぶどうは弘果の栽培暦どおり栽培し、弘果に出荷。

農業参入の （メリット）会社組織が行っているので、農業分野で思い切っ

メリット・デメ たことが可能。

リット （デメリット）黒字にすることが難しい。

今後の方向性 幅広くやっていきたい。

花もやってみたい。

ドライフルーツ等の加工にも取組みたい。
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農業参入企業事例

名称 法人 Ｃ

営農開始年月 平成２１年～

農業従事者数 従業員３人（正社員１名、臨時２名）

収穫繁忙期は一日あたり10～15人のアルバイトを雇用

主な作物及び 作物名 規模（面積等） 収量（生産量・出荷量）

規模（面積等）

と収量 カシス 1.5 ha 1,500 kg ・1,000 kg

農業参入に至っ 雇用の創出による社会貢献と企業イメージの向上として始めた。

た経緯・動機 親会社の社長が所有する休耕田1.5 haがあったこと、また建
設用重機で休耕田の再生コストを抑えることができた。

加えて、栽培管理が容易なカシスという存在があった。

農業経営の特徴 無農薬栽培、加工（委託）・販売を実施。

加工品はリキュール、飴、ゼリー等。リキュールは市内の酒店に

卸し、飴、ゼリーはネット販売が中心。

農業参入の メリットはこれから出てくるものと考えている。すぐに結果が出

メリット・デメ るものではなく、中長期的に出てくるものと考えている。

リット

今後の方向性 当面は現在の規模を維持。

＜カシス植え付け状況＞ ＜カシス実り状況＞
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農業参入企業事例

名称 法人 Ｅ

営農開始年月 平成２１年～

農業従事者数 農業従事者４人（正社員）（冬期は建設業に従事）

（田植え時期：臨時雇用２～３名）

主な作物及び 作物名 規模（面積等） 収量

規模（面積等）

と収量 食用米 7.0 ha 8 俵／10 a

飼料用米（ＳＧＳ） 11.0 ha

飼料用米（ＷＣＳ） 5.0 ha

農業参入に至っ 建設業は春先の仕事が少ないため、雇用を維持するために水稲

た経緯・動機 へ農業参入した。

農業経営の特徴 補助事業を活用するとともに、自社の機械を活用して耕作放棄

地を農地に再生した。

農業参入の （メリット）労働力を活用して雇用の維持が可能。

メリット・デメ （デメリット）今後の農業情勢が読めない。（ＴＰＰなど）

リット 補助事業がないと、機械を更新できない。

今後の方向性 規模を拡大したいが、優良農地がない。

労働力を確保したいが、若い人を育てるのが難しい。

＜耕作放棄地＞ ＜耕作放棄地解消＞
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農業参入企業事例

名称 法人 Ｆ

営農開始年月 平成１９年３月～

農業従事者数 社長の他、パート１２～１３名を登録し、通常７～８名で作業。

繁忙期（苗代づくり）には、親会社から４～５名応援がある。

主な作物及び 作物名 規模（面積等） 収量

規模（面積等）

と収量 水稲 27～28 ha 2700～2800俵

（10俵／10 a）

りんご 6.0 ha 5000～6000箱

（85～100箱／10 a）

おうとう 2.0 ha 5～6 kg×60箱
(15～18 kg／10 a)

農業参入に至っ 社長が精米業者の出身で、農業に強い思いがあったことに加

た経緯・動機 え、建設業は春に仕事がないことから、仕事を確保するため参入し

た。

農業経営の特徴 農地のある町の要望もあり、さくらんぼ園の一部を観光さくら

んぼ園としている。

地域との交流を重視しており、養護学校や保育園の受け入れを

行っている。

農業参入の 農業部門を独立した会社にしているので、メリット・デメリッ

メリット・デメ トは特にない。

リット

今後の方向性 水稲は規模拡大を考えている。

＜おうとう＞
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農業参入企業事例

名称 法人 Ｈ

営農開始年月 平成２０年頃～

農業従事者数 春～秋は２名（正社員１名、アルバイト１名）

この他植付と収穫時・繁忙期は農業経験者３～５名を依頼

（高齢者を単発で依頼）

主な作物及び 作物名 規模（面積等） 収量

規模（面積等）

と収量 一球入魂かぼちゃ 40 a 2500玉

にんにく 15 a 1.5 t

ねぎ 15 a

農業参入に至っ 元々山菜・きのこの採取・加工・販売をしていたこともあり、

た経緯・動機 農業普及振興室から農業をすすめられた。

県から異業種進出の指導を受けて参入した。

農業経営の特徴 地域でブランド化を進めている「一球入魂かぼちゃ」を栽培

し、東京都内のホテル・レストランに出荷している。

１８名いる部会員の中で一番おいしいものを生産するため、畑

に昆布やミネラルを散布するなど工夫している。

農業参入の （メリット）人とのつながりができ、それによる情報が入るのが

メリット・デメ よい。（本業の仕事につながることも）

リット （デメリット）天候に左右される。価格もあまり変わらない。

経費と収入の差が大きいと大変。

今後の方向性 将来は一球入魂かぼちゃを多種多様に拡大したい。

＜一球入魂かぼちゃ圃場＞ ＜一球入魂かぼちゃ圃場＞
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農業参入企業事例

名称 法人 Ｉ

営農開始年月 平成２５年～

農業従事者数 法人のメンバーは１０名いるが、ほ場で作業をするのは４～５名

主な作物及び 作物名 規模（面積等） 収量

規模（面積等）

と収量 飲食店の経営者等がメンバー

であり、自分たちが料理に使い

たい品目（大根、水菜などの野

菜）を選定している

農業参入に至っ 知人が耕作放棄地を所有していたこと、下北の耕作放棄地率が高

た経緯・動機 いと知ったことから、最初は仲間うちで楽しむことを優先して取り

組んだ。（現在は地域貢献を意識している。）

農業経営の特徴 農産物は、全てメンバーが経営する飲食店のほか、ＮＰＯ自らが

経営する飲食店で使用している。

農薬は使用していない。関係者から牛糞をもらって堆肥化して使

用するなど、なるべく自然のまま栽培している。

農業参入の （メリット）飲食店で使う食材の材料費が節減可能。

メリット・デメ （デメリット）規模を拡大しようとすると、農地の整備、機械・ハ

リット ウス等にお金がかかるようになる。

今後の方向性 利益を得る部分の拡大が必要。農地が増えれば飲食店への納入が

増え、利益が増加という道筋をつけたい。

利益が増えた場合は、機械・ハウス等の経費に充てたい。


